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経営力向上支援事業の進捗状況について 

１ 要旨・目的 

経営力の高い担い手の成長を促し、力強い生産構造を実現するための支援に取り組んでいる

当該事業の進捗状況を報告する。  

 

２ 現状・背景 

担い手の経営力が着実にステップアップするためには、各発展段階に応じた支援体制を充実

させることが重要であり、経営体の成長過程における様々な課題に対して支援している。 

 

３ 概要 

（１）ひろしま農業経営者学校 

担い手の経営発展段階に応じて、経営スキルの習得、経営ビジョンの作成などを目的とし

た講座を６コース実施している。 

 

   ア 対象者、事業内容、スケジュール等 

コース 対象者・事業内容 開催場所 定員 スケジュール 

経営発展 
チャレンジ 
コース 
（全般、わ
けぎ、水稲） 

対象：若手経営者及び就農予定者 
内容：就農前に準備すること、経営

者の心構えの習得と経営理念
の重要性を理解した上で自身
のライフプランを作成。 

オンライン 
（全般） 

20 名 
（実績 12 名） 

７/26、８/９ 
（２日間） 

尾道市 
（わけぎ） 

20 名 
（実績 11 名） 

７/19、８/23 
（２日間） 

世羅町 
（水稲） 

20 名 
（実績 10 名） 

７/４、７/18 
（２日間） 

経営発展 
実践コース 
（全般、わ
けぎ、水稲） 

対象：チャレンジコース受講者 
内容：財務、雇用など経営発展に必 

要なスキルを習得し、経営計 
画を作成。 

オンライン他 
（全般） 

10 名 
（実績８名） 

９/４～２/７ 
（６日間） 

尾道市 
（わけぎ） 

10 名 
（実績 11 名） 

９/６～３/14 
（６日間） 

世羅町 
（水稲） 

10 名 
11～２月 

（６日間） 

雇用準備 
コース 
【新規】 

対象：雇用導入の検討経営者 
内容：雇用導入に伴う人材育成の方 

法、必要な事務手続きや労働 
環境の整備手法などの雇用に 
関する知識を体系的に習得。 

オンライン 
15 名 

(実績 14 名) 
６/25～７/９
（３日間） 

先進経営 
視察コース 

対象：企業経営体への発展を志向す 
る経営者 

内容：他県の先進経営体での視察研 
修、座学を通し、経営指針書 
を作成。 

広島市他 
現地 

６名 11～３月 

ミドルマネ
ジメント 
コース 

対象：経営体の従業員（農場長クラ 
ス） 

内容：管理・監督者（農場長）として
必要なスキルを習得。 

オンライン 
広島市 

10 名 
10/２～2/19 
（５日間） 

トップマネ
ジメント 
コース 

対象：企業経営体の経営者 
内容：更なる経営発展に向け、マネ 

ジメント力を向上。 
広島市 10 名 

11/下～２/上 
（２日間） 

 

   イ 予算（単県） 

     30,802 千円 
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（２）農業経営・就農サポート推進事業 

経営発展意欲のある経営体が抱える法人化や労務管理等の経営課題の解決に向けて、専門

家と関係機関が連携して支援している。 

 

ア 派遣専門家、支援概要 

対象者 派遣専門家 主な支援内容 

目標 50 経営体 

実績 18 経営体 

R６.９.18 現在 

・中小企業診断士 

・社会保険労務士 

・税理士 

・司法書士 

・製造業での工程管理実務経験者 

など 

・経営診断・改善 

・雇用・労務 

・財務管理 

・法人化 

・生産工程管理のマニュアル化 

など 

 

イ 予算（一部国庫） 

  23,213 千円 

 

（３）企業経営発展チーム型支援 

企業経営の実現を目指す経営体に対して、人材育成や予算・実績管理などの重点課題に絞

り、その仕組みづくりや効率的な運用に向けた経営コンサルタントの派遣を実施している。 

 

ア 対象者、事業内容、スケジュール等 

（ア）令和６年度新規分 

対象者 市町 主な栽培品目 事業内容 スケジュール 

Ａ 北広島町 施設野菜 
・各経営体において、コンサルタントが代表

者や役員、従業員それぞれに対して、経営

体の良い点、悪い点、自身の役割等に関す

るヒアリングを実施。 

・ヒアリング結果をもとに、人材育成や予

算・実績管理に係る今後の取組を提案。 

５/23～ 

（12 回/経営体）

Ｂ 東広島市 露地野菜 

Ｃ 尾道市 常緑果樹 

Ｄ 三次市 落葉果樹 

Ｅ 三次市 施設野菜 

Ｆ 庄原市 施設野菜 

 

（イ）令和５年度継続分 

対象者 市町 主な栽培品目 事業内容 スケジュール 

Ａ 安芸高田市 施設野菜 

・前年度に引き続き、人材育成等の仕組み導

入に取り組み、導入後の運用状況を確認す

るとともに、導入効果を高めるための助言

を実施。 

５/29～ 

（８回/経営体）

Ｂ 安芸高田市 露地野菜 

Ｃ 江田島市 施設花き 

Ｄ 尾道市 施設花き 

Ｅ 三次市 水稲 

Ｆ 庄原市 露地花き 

 

    イ 予算（単県） 

     18,583 千円 
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（４）雇用経営発展チーム型支援【新規】 

雇用就農者の定着を促すため、雇用を導入することにより規模拡大を行う経営体に対して、

経営計画の見直しと目標達成に向けた経営コンサルタントの派遣を今年度から実施している。 

 

ア 対象者、事業内容、スケジュール等 

対象者 市町 主な栽培品目 事業内容 スケジュール 

Ａ 北広島町 施設野菜 

・農業技術指導所の普及指導員が、コンサル

タントのフォローを受けながら、経営体の

代表者や役員に対して雇用導入に関する

ヒアリングを実施。 

・ヒアリングの結果に基づいて、経営計画を

見直し、目標達成に向けた取組を提案。 

５/27～ 

（10 回/経営体）

Ｂ 東広島市 施設野菜 

Ｃ 東広島市 水稲 

Ｄ 三原市 施設野菜 

Ｅ 世羅町 落葉果樹 

Ｆ 三次市 水稲 

Ｇ 庄原市 施設野菜 

 

イ 予算（単県） 

  8,900 千円 

 

（５）雇用就農マッチング促進事業【新規】 

規模拡大等により家族経営から企業経営へと発展するに当たり、雇用就農希望者と経営体

とのミスマッチや経営体の雇用を受け入れる体制が不十分なことにより、雇用就農者の定着

率の向上が課題となっている。この問題を解決するため、人材派遣会社が雇用就農希望者、

経営体それぞれのヒアリングを行い、双方が求める条件をもとにマッチングを実施し、順次

派遣を行った上で双方が合意すれば雇用契約を締結する取組を行っている。 

 

  ア 進捗状況                             R６.９.18 現在  

登録経営体 求職申込者 派遣登録者 マッチング 雇用 

 

実績 44 

 

実績 22 

 

実績 ９ 

目標 30 

実績 １ 

目標 20 

実績 １ 

 

   イ 予算（単県） 

     22,528 千円 

 

（６）電子カルテシステムの運用（経営評価システム） 

担い手の経営発展を支援するため、令和４年度から経営体のデータを収集し、経営課題の

見える化や支援施策の効果検証のためのシステムを構築している。 

昨年度に引き続き、県職員や経営体などの利用者の要望に応じたシステム改善を行うとと

もに、データに基づいた課題特定を進め、ひろしま農業経営者学校や専門家派遣の提案など

に活用している。 

 

  ○ 予算（単県） 

    2,299 千円 
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【経営力向上支援事業 経営発展段階に合わせた経営力向上の支援体系】 

 

 
 

 

  

 

Ⅴ層

生産・営業・販売等の
分業体制が整備された
企業経営体

Ⅳ層

農場長の育成を進めながら
規模拡大している経営体

Ⅲ層

正社員の雇用を進めながら
規模拡大している経営体

Ⅰ層

家族労働力を中心に
パート社員を
雇用している経営体
（新規就農者も含む） ○自らの経営を考えるために、他の

経営発展事例を知る。
○経営管理の基礎知識を習得する。
○ビジョン、経営計画を作成する。

ひろしま農業経営者学校
チャレンジコース・実践コース

○常時雇用者の確保に向け、雇
用に関する知識を体系的に学
ぶ。

ひろしま農業経営者学校
雇用準備コース

ひろしま農業経営者学校
先進経営視察コース

○企業経営の基礎を作るために、
経営コンサル等をチームで派遣
し、人事制度や予実管理の導入
を進める。

企業経営発展チーム型支援
専門家チームの派遣

○農場長として必要な経営管理、
リーダーシップ、部下の育成など
のスキルを習得する。

ひろしま農業経営者学校
ミドルマネジメントコース

○先進経営体から、組織体制や人
事制度、予算・実績管理の導入の
必要性とその実践方法を学ぶ。

○全国の先進経営体の経営者と、
今後の農業経営のあり方等につ
いてディスカッションを行う。

ひろしま農業経営者学校
トップマネジメントコース

60人
15人

６人

６人

10人

10人

○企業実践力を高めるために、役
割と責任を明確にしながら部門を
分け、組織体制の構築を進める

○雇用型経営へ発展するため、
経営コンサル等をチームで派遣
し、経営計画のブラッシュアップ、
実行を支援する。

企業経営発展チーム型支援
専門家チームの派遣 ６人

最長３カ月の「お
試し雇用」を実施
し、経営体と雇用
就農希望者の
マッチングを図り、
定着を促す。

雇用就農促進
マッチング
20経営体

・経営者としての心構えと経営
発展に向けた意欲の醸成

・雇用に必要なスキルの習得
・雇用環境の整備

雇用経営発展チーム型支援
専門家チームの派遣

経営体の生産・
経営データや過
去の支援実績
を一元管理する
ことにより、経
営評価し、経営
課題の見える
化や支援施策
の効果検証を
行うシステムを
整備し、運用を
行う。

電子カルテ
（経営評価
システム）

８人

農業経営・
就農サポート
推進事業

50人

経営課題の
見える化及び
支援施策の
成果検証

・企業経営の組織運営を習得

・人事制度の仕組みを整備・定着
・従業員の能力向上

・持続的な経営に向けた体制を構築

○税理士や社会
保険労務士等
を派遣し、法人
化や就業規則
作成などの経
営課題を解決
する。

経営体の個別
課題に応じた
単発の支援


